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(２) 刑産複合体の生成については、Philip J.Wood,The Rise of the Prison Industrial
 












(６) 前田朗「WELCOME TO JAPAN?－外国人被収容者の処遇」刑事立法研究会（編）
『入門・監獄改革』（1996年）58頁以下。
(７) 実務家の論 には、外国人に対しても矯正処遇を活発に実施すべきという主張の根
拠としてであるが、「外国人受刑者もできる限り日本人受刑者と等しく処遇すべき」
と述べるものがある。竹中樹「外国人被収容者の処遇上の問題等について」犯罪と非
行141号（2004年）60頁。そのような考え方が、外国人被収容者に日本人よりも大き
な負担を負わせる可能性については常に認識しておくべきであろう。
(８) 山本譲司『獄窓記』（2003年）173頁以下。本書を契機として、知的障害者の自立支
援と再犯防止をさぐる厚生労働省の研究班が発足するに至っている（2006年６月５日
付朝日新聞）。
(９) 第１号施設が開設され、処遇実績が明らかになる以前に、早急に大幅な収容対象の
拡大を行うことは拙速ではないかとの疑問を禁じ得ない。
（ほんじょう・たけし／一橋大学大学院法学研究科専任講師）
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